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よ
く
配
置
し
、
常
に
「
価
格
以
上

の
価
値
」
を
追
求
し
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
商
談
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、「
事
前
準
備
」「
価
値
提
案
」

「
実
行
の
す
り
合
わ
せ
」「
関
係
の

進
化
」
の
四
つ
の
段
階
が
重
要
と

説
明
い
た
だ
い
た
。

参
加
事
業
者
に
と
っ
て
、
バ
イ

ヤ
ー
視
点
で
の
取
引
の
流
れ
や
商

品
戦
略
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な

り
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
知
識
や
気
づ
き
が
、
今
後
の

事
業
活
動
へ
の
活
用
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

去
る
六
月
二
十
四
日
、
二
十
名

の
事
業
者
等
が
参
加
の
も
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
販
路
開
拓
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

講
師
に
㈱
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー　

商
品
戦
略
本
部
長
兼
デ
リ
カ
部
部

長
の
菅
原
拓
哉
氏
を
迎
え
、
小
売

店
の
商
品
戦
略
や
バ
イ
ヤ
ー
の
視

点
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
具
体
的

な
進
め
方
等
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
解
説
い
た
だ
い
た
。

大
手
チ
ェ
ー
ン
が
価
格
競
争
を

重
視
す
る
中
、同
社
は
「
独
自
性
・

ス
ト
ー
リ
ー
・
価
値
重
視
」
を
軸

に
、
名
物
商
品
の
開
発
や
地
場
生

産
者
と
の
直
接
取
引
に
よ
る
鮮
度

の
追
求
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

バ
イ
ヤ
ー
は
「
量
販
」「
旬
販
」

「
質
販
」
の
三
本
柱
を
バ
ラ
ン
ス

チ
～
日
常
会
話
か
ら
の
信
頼
貯
金

～
」
と
題
し
、
商
工
会
が
会
員
事

業
所
を
支
援
し
た
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
た
。

最
後
に
、「
今
後
の
商
工
会
運

営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
地
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
商
品
券
事
業
に
お

け
る
大
型
店
へ
の
対
応
や
燃
料
価

格
の
急
騰
な
ど
、
現
場
が
抱
え
る

切
実
な
課
題
が
共
有
さ
れ
る
と
と

も
に
、
国
へ
の
要
望
活
動
を
継
続

し
て
い
く
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
課
題
や

現
状
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
学

ぶ
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

多
く
の
事
業
者
が
価
格
上
昇
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
も
十
分
な
価
格

転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
実
態
が
示

さ
れ
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動
の

重
要
性
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
廃
業
増

加
に
よ
り
地
域
経
済
が
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
は
創
業
支
援
、
中
核
企
業
の
育

成
、
事
業
承
継
支
援
が
重
要
で
あ

る
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
本
会
が
実
施
機
関
と

な
っ
て
い
る
「
宮
城
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
」
に
つ
い
て
、
チ
ー
フ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

佐
藤
創
氏
よ

り
、
事
業
概
要
と
支
援
事
例
の
紹

介
が
あ
っ
た
。
今
年
度
か
ら
拠
点

内
に
設
置
さ
れ
た
「
生
産
性
向
上

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
専
門
家

が
現
場
に
出
向
き
、
設
備
導
入
や

Ｉ
Ｔ
化
な
ど
現
場
で
の
作
業
効
率

向
上
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
令
和
七
年
度
経
営
支

援
事
例
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
角
田
市
商
工
会 

経
営
指

導
員 

石
川
健
太
主
任
主
査
よ
り
、

「
正
論
支
援
と
現
実
の
ミ
ス
マ
ッ

去
る
七
月
二
十
一
日
、
ホ
テ
ル

白
萩
に
て
県
内
商
工
会
の
副
会
長

三
十
五
名
が
参
加
し
、「
商
工
会

副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

た
。は

じ
め
に
、
全
国
商
工
会
連
合

会
事
務
局
長 

佐
々
木
淳
氏
よ
り

「
商
工
会
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
中
東
情
勢

の
緊
迫
化
に
伴
う
原
油
や
ナ
フ
サ

等
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
商
工
会
会
員
へ
の
調
査
で
は

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と

商
工
会
が
担
う
役
割
を
学
ぶ

商
工
会
が
担
う
役
割
を
学
ぶ

︱
商
工
会
副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱

︱
商
工
会
副
会
長
セ
ミ
ナ
ー
︱

商工会を巡る最新情勢について説明する
全国連佐々木事務局長

セミナーで講師を務めた菅原氏

活発な意見交換が行われた

県内33店舗を展開しているウジエスーパー
（写真は佐沼本店）

バ
イ
ヤ
ー
視
点
で
の
商
品
戦
略
を
学
ぶ

〜
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
〜

令
和
八
年
度
　
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
開
拓
支
援
事
業
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去
る
七
月
二
十
二
日
、
本
会
会

議
室
に
お
い
て
「
個
別
商
談
会
」

が
開
催
さ
れ
、
商
工
会
員
六
事
業

者
が
参
加
し
た
。

本
商
談
会
は
、
原
材
料
価
格
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰
な

ど
、
経
営
環
境
の
変
化
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者

等
の
新
た
な
販
路
開
拓
支
援
を
目

的
と
し
、
全
七
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

第
一
回
目
の
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て

招
聘
し
た
「
㈲
フ
ァ
ー
ス
ト
ギ

ル
ド
」
は
、
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー

三
十
三
店
舗
内
で
、
生
産
者
が
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
育
て
た
野
菜
や

地
域
の
産
品
を
販
売
す
る
産
直
市

の
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

商
談
会
で
は
、
成
約
交
渉
が
進

ん
だ
事
業
者
の
他
、
継
続
交
渉
と

な
っ
た
事
業
者
に
も
、
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
は
「
味
・
価
格
・
サ
イ
ズ
・

デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
商
品
全
般
に

関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
商
談
後
に
は
、
専
門
家

の
遠
藤
光
好
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
今
後
の
交
渉
方
法
な
ど
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
が
行
わ
れ
、
大

変
有
意
義
な
商
談
会
と
な
っ
た
。

近
年
の
事
業
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
講
師
に
グ
ロ
ー
カ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱　

堀
田
タ
ケ
ル

氏
を
迎
え
、
四
回
に
わ
た
り
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

第
一
回
は
七
月
三
日
に
、「
Ｗ

Ｅ
Ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
有
効
な

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
や
運
用
目
的

等
に
つ
い
て
、
活
用
事
例
を
交
え

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た

だ
い
た
。

第
二
回
か
ら
第
四
回
は
、「
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
活
用
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
七
月
二
十
一
日
に

初
級
編
、
七
月
二
十
九
日
に
中
級

編
、
八
月
四
日
に
上
級
編
を
開
催

し
た
。

初
級
編
で
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ
の
特
徴
や
使
い
方
等
に
つ

い
て
、
中
級
編
で
は
投
稿
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
の
方
法
や
分
析
手

法
、
炎
上
リ
ス
ク
へ
の
対
策
等
に

つ
い
て
、
上
級
編
で
は
ト
レ
ン
ド

で
あ
る
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
事

例
や
作
成
方
法
等
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た

だ
い
た
。

こ
れ
ら
四
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
合
計
六
〇
〇
名
を
超
え
る
事

業
者
が
参
加
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

本
事
業
で
は
、
今
年
度
様
々
な

テ
ー
マ
で
全
十
四
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
予
定
で
す
。
い
ず
れ
も
受

講
料
は
無
料
で
、オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
形
式
で
実
施
い
た
し
ま

す
。
視
聴
環
境
が
整
わ
な
い
場
合

は
、
所
属
商
工
会
で
の
受
講
も
可

能
で
す
。参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

ぜ
ひ
所
属
の
商
工
会
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定

・
十
月
十
三
日
㈫

　

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

（
基
礎
編
）

※
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
要
事
前
申
込
）

・
十
一
月
十
日
㈫

　

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

（
応
用
編
）

※
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
要
事
前
申
込
）

自社商品を熱心にアピールする事業者

動画編集アプリ「Edits」を紹介する堀田氏

マーケティングの基本的な考え方について説明する堀田氏

「
㈲
フ
ァ
ー
ス
ト
ギ
ル
ド
」と
の

個
別
商
談
会
を
開
催

令
和
八
年
度
　
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
開
拓
支
援
事
業

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
げ
る
！

～
Ｗ
Ｅ
Ｂ・Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
～

令
和
七
年
度
補
正
　
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

●
今
後
の
個
別
商
談
会
予
定

・
九
月
二
十
八
日
㈪

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト
桂
店

・
十
月
七
日
㈬

株
式
会
社　

藤
崎
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【
事
業
概
要
】

私
は
も
と
も
と
仙
台
で
ピ
ザ
職

人
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
独

立
を
考
え
て
い
た
頃
、「
麦
家
」

の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
居
抜
き
で
買

わ
な
い
か
。」
と
言
わ
れ
て
購
入

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
修
業
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
約
一
年
間
、
パ
ン

作
り
の
基
礎
を
丁
寧
に
学
び
ま
し

た
。
二
〇
二
二
年
一
月
に
店
名
を

「
麦
小
屋
」
と
改
め
、
新
た
に
開

業
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
は
ピ
ザ
専
門
店
を
開
く
予

定
で
し
た
が
、
修
業
を
通
し
て
パ

ン
作
り
の
奥
深
さ
や
魅
力
に
強
く

惹
か
れ
、「
ま
ず
は
パ
ン
を
究
め

た
い
。」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
ピ

ザ
作
り
を
一
旦
封
印
し
、
日
々

パ
ン
作
り
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
薪
窯
で
焼
き
上
げ
る
パ
ン
に

は
、
素
材
の
力
や
作
り
手
の
思
い

が
そ
の
ま
ま
表
れ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
北
海
道

産
有
機
小
麦
粉

を
は
じ
め
、
厳

選
し
た
有
機
素

材
を
用
い
、
安

心
し
て
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ

け
る
パ
ン
作
り

を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の

パ
ン
作
り
を
通

し
て
、
麦
小
屋
に
関
わ
る
全
て
の

皆
さ
ま
へ
、
小
さ
な
喜
び
や
幸
せ

を
お
届
け
で
き
る
店
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

は
じ
め
は
経
営
の
経
験
が
全
く

な
く
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か

も
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
知

人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
ま
ず

商
工
会
に
相
談
し
て
み
た
ら
。」

と
勧
め
ら
れ
、
商
工
会
を
訪
ね
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
創
業
に
必
要
な

知
識
を
学
ぶ
た

め
、「
特
定
創

業
支
援
等
事
業

セ
ミ
ナ
ー
」
の

受
講
を
勧
め
ら

れ
、
仕
事
を
終

え
た
後
に
受
講

し
ま
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、

経
営
、
財
務
、

人
材
育
成
、
販

路
開
拓
の
四
分
野
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
を
学
び
、
創
業
へ
の
不
安

を
少
し
ず
つ
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
創
業
融
資
に
つ
い
て
も
商
工
会

か
ら
支
援
を
受
け
、
現
在
は
確
定

申
告
な
ど
の
経
理
面
で
も
継
続
し

て
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
、
パ
ン
作
り
に
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

を
生
か
し
た
ピ
ザ
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
店
の
パ
ン
は
ハ
ー
ド
系

を
中
心
と
し
て
お
り
好
み
が
分
か

れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た

に
ピ
ザ
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
幅
広
い
世
代
の
お
客

様
に
ご
来
店
い
た
だ
け
る
店
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

素材本来の味わいを大切にした薪窯パン

木の温もりに包まれた
イートインスペース

元気な事業所紹介

「村田町菅生から届ける、
　　　　　　　　　薪窯パンのぬくもり」
麦小屋　代表　宗

むな

形
かた

　敏
さとし

　氏

所在地：柴田郡村田町大字菅生舘52  
ＴＥＬ： 0224-83-3235　メール：mugigoya.20220125@gmail.com

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

その他の共済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

(地震・水害等の被災時の事業継続を支援)

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

火災共済+
（あなたの財産を守る）

自動車共済

【ホームページ】
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経
営
ミ
ニ
コ
ラ
ム

―
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
―

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐
藤
で

す
。
経
営
支
援
の
現
場
で
は
、「
す

で
に
起
き
て
い
る
の
に
、
経
営
者

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
成
功
」

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

は
こ
れ
を
「
予
期
せ
ぬ
成
功
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

そ
の
答
え
は
数
字
の
中
で
は
な

く
、
お
客
さ
ま
の
行
動
の
中
に
隠

れ
て
い
る
の
で
す
。

■�

「
ペ
ッ
ト
専
門
の
お
宿
」
の
予

期
せ
ぬ
成
功

あ
る
温
泉
地
の
小
規
模
旅
館
の

支
援
事
例
で
す
。
経
営
者
は
ペ
ッ

ト
同
伴
の
利
用
客
が
多
い
こ
と
か

ら
、「
う
ち
は
ペ
ッ
ト
宿
だ
」
と

認
識
し
て
い
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
、
制

作
会
社
か
ら
ペ
ッ
ト
路
線
で
の
打

ち
出
し
を
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
方
向
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
利
用
シ
ー
ン

を
深
掘
り
す
る
と
、
全
く
違
う
景

色
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
家
族
、
足
の
不
自
由
な

シ
ニ
ア
を
伴
う
旅
行
、
三
世
代
で

の
集
ま
り
。
さ
ら
に
、地
域
の
ケ
ー

キ
屋
に
聞
く
と
、
名
だ
た
る
大
手

旅
館
よ
り
も
、
こ
の
宿
か
ら
の
お

祝
い
の
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
注
文
が
、

際
立
っ
て
多
い
と
い
う
の
で
す
。

「
ペ
ッ
ト
宿
」
と
い
う
定
義
は
、

経
営
者
が
目
立
つ
客
層
を
見
て
つ

け
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
本

当
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ペ
ッ
ト
・

赤
ち
ゃ
ん
・
シ
ニ
ア
な
ど
の
「
旅

行
困
難
者
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
宿
。
他
の
宿
で
場
合
に
よ
っ

て
は
お
断
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
お
客
様
や
ご
家
族
を
、
こ
の
旅

館
は
ず
っ
と
当
た
り
前
に
迎
え
て

い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
設
定
し
た
こ
の
お
宿
の

肩
書
は
「
家
族
の
ま
ま
を
、
迎
え

る
宿
。」
で
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
提
示
し
た
瞬
間
、
経
営
者
の

表
情
が
変
わ
り
ま
し
た
。「
そ
う
い

え
ば
こ
ん
な
方
も
い
た
。」
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
次
々
と
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
腹
落
ち
の
証
拠
で
す
。

■�

「
予
期
せ
ぬ
成
功
」
は
、
行
動

の
観
察
か
ら
見
え
て
く
る

経
営
者
は
、
ペ
ッ
ト
以
外
の
客

の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
ず
っ
と
気
付

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
数
字
に
も
表
れ
な

い
。
し
か
し
利
用
シ
ー
ン
を
丁
寧

に
観
察
し
た
と
き
、
す
で
に
起
き

て
い
た「
成
功
」が
浮
か
び
上
が
っ

た
の
で
す
。

数
字
は
「
何
が
多
い
か
」
を
教

え
て
く
れ
ま
す
が
、「
な
ぜ
選
ば

れ
て
い
る
か
」
は
教
え
て
く
れ
ま

せ
ん
。本
当
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
は
、

予
想
外
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
、
繰
り

返
さ
れ
る
行
動
、
思
い
が
け
な
い

使
わ
れ
方
の
中
に
こ
そ
存
在
す
る

の
で
す
。

■�

お
客
さ
ま
の
「
行
動
」
を
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い

□�

想
定
外
の
使
い
方
・
来
店
理
由

の
お
客
さ
ま
は
い
な
い
か
？

□�

「
な
ん
で
う
ち
に
来
る
の
？
」

と
本
気
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
？

当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
に「
予
期
せ
ぬ
成
功
」が
眠
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

我
々
と
の
経
営
相
談
が
、
そ
の

発
見
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
経
営
相
談
は
、
社
長
の
挑

戦
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
「
宮
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
へ
。
相
談

は
無
料
で
す
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
・
生

産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
、
統
括

サ
ポ
ー
タ
ー
の
里
舘
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
十
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
、
無
料
相
談
会

の
イ
ベ
ン
ト
出
展
を
行
い
ま
す
。

❶�

お
お
さ
き
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
６

■�

主
催
：
一
般
社
団
法
人　

お
お

さ
き
産
業
推
進
機
構
・
大
崎
市

■�

日
時
：
十
月
九
日
㈮
、
十
日
㈯

各
午
前
十
時
～
午
後
四
時

■�

場
所
：
タ
カ
カ
ツ
ア
リ
ー
ナ
大

崎（
大
崎
市
古
川
総
合
体
育
館
）

■�

入
場
無
料
・
申
込
不
要

■�

出
展
内
容
：
セ
ン
タ
ー
支
援
の

ご
案
内
、
無
料
相
談
会
、
サ
ク

サ
ク
作
れ
る
！
世
界
標
準
業
務

フ
ロ
ー
図
・
Ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
２
・
０

の
作
成
体
験
等

❷�

令
和
八
年
度
仙
南
も
の
づ
く
り

推
進
セ
ミ
ナ
ー
・
展
示
交
流
会

（
現
時
点
で
の
予
定
で
す
。
詳
細

は
主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

■�
主
催
：
宮
城
県
大
河
原
地
方
振

興
事
務
所　

地
方
振
興
部

■�
日
時
：
十
一
月
六
日
㈮

■�

場
所
：
宮
城
県
大
河
原
合
同
庁

舎
四
階
大
会
議
室

■�

参
加
方
法
：
申
込
書
に
よ
り
メ

ー
ル
で
申
込

■�

出
展
内
容
：
セ
ン
タ
ー
支
援
の

ご
案
内
、
無
料
相
談
会

❸
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
東
北
２
０
２
６

■�

主
催
：（
一
社
）東
北
ニ
ュ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
、（
一
社
）東
北

地
区
信
用
金
庫
協
会
、（
一
社
）

東
北
経
済
連
合
会
、
東
経
連
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、（
一
財
）み

や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

日
時
：
十
一
月
十
二
日
㈭

　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

■�

場
所
：
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

■�

出
展
内
容
：
宮
城
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
と
の
共
同
出
展
、
セ
ン
タ
ー

支
援
の
ご
案
内
、
無
料
相
談
会

等
❹�

生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
セ
ミ
ナ
ー

毎
月
第
二
週
の
火
曜
日
・
水
曜

日
・
木
曜
日
に
、
事
業
者
様
の
生

産
性
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
者
様
の
ご
参
加
ご
来

場
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

０
２
２（
７
３
８
）７
１
６
７

イ
ベ
ン
ト
出
展
等
の
ご
案
内

―
生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
―

センター HP
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▶ �令和 8年の所得税改正と年末調整について
令和 8年は、所得税の源泉徴収や年末調整の実務

において、改正への対応が重要な年となっています。
近年、物価上昇や人手不足が続く中、「年収の壁」に
よる就業調整も社会的な課題となっており、こうした
環境の変化を踏まえて所得税制度の見直しが進めら
れています。
令和 8年度税制改正で特に注目すべきなのは、基
礎控除と給与所得控除の引上げです。合計所得金額
2,350万円以下の場合、基礎控除の本則部分は58万円
から62万円へ引き上げられました。また、給与所得控
除の最低限度額も65万円から69万円へ引き上げられ、
令和 8年分及び令和 9年分については、さらに5万
円が加算される特例が設けられています。中低所得

者に対する基礎控除の特例と合わせ、所得税の負担
が生じ始める水準は178万円以上となりました。
今回の改正で実務上特に注意したいのは、その適

用時期です。改正は令和 8年分の所得税から適用さ
れますが、令和 8年11月までの毎月の給与等に対す
る源泉徴収事務には変更がありません。令和 8年分
については、12月に行う年末調整において改正後の
控除額を適用し、年間の所得税額を精算することに
なります。新しい源泉徴収税額表が毎月の給与等に
適用されるのは、令和 9年 1月以降です。
また、基礎控除等の引上げに伴い、扶養親族等の
所得要件も見直されています。そのため給与担当者
は、単に年末調整の計算方法を変更するだけでなく、
従業員が提出する申告書の内容についても十分な確
認が必要です。
近年の所得税改正は、物価や働き方の変化を税制

に反映させる方向へ進んでいます。一方、改正が相
次ぐことで給与計算や年末調整の実務は複雑さを増
しています。今年の年末調整に向けて、早い段階か
ら改正内容と適用時期を整理し、事務体制を整えて
おくことが重要です。

宮城県商工会連合会顧問
霞友会計事務所　公認会計士・税理士
鈴　木　一　樹
北杜学園グループの理事長として、学校経営を行
いつつ、公認会計士として企業のコンサルティン
グを行う。また、公益社団法人全国経理教育協会
理事長をはじめ複数の要職も務める。

税金税金 あれこれあれこれ知っておくべき
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宮城県経済の活力をつくる中小企業・小規模事業者への
経営支援と地域振興に意欲のある方のご応募お待ちしています！

 令和8・9年度 商工会等職員採用資格試験

①経営指導員              高校卒業以上34歳未満*/若干名
②経営指導員研修生 大学卒業以上28歳未満*/1名
③事務職員               高校卒業以上39歳未満*/若干名

試 験 日 時

*長期勤続によるキャリア形成のため
*年齢は令和8年4月1日付で令和9年3月卒業見込含む

第1次試験（教養試験・論文試験・適性検査）
令和8年10月3日(土)指定時間にＷＥＢ受験
及び論文メール提出

※第2次・第3次試験(面接試験)の詳細は
合格者に別途お知らせします。

募 集 締 切 令和8年9月25日(金)本会受付分

応募 方 法
応募締切日までに受験申込書､履歴書(写真貼付)､
職務経歴書それぞれ1通を郵送・持参、又は
メールにて本会にお申込みください。

勤 務 地 宮城県内32商工会
又は宮城県商工会連合会

勤務時間

待 遇

8時30分～17時15分（休憩45分）

本会給与規程により支給
各種手当、賞与年2回、昇給年
1回、社会保険他各種福利厚生、
教育研修制度

完全週休2日制(土・日)､祝日､
年次有給休暇､夏季休暇､年末
年始休暇ほか

休 日

（詳細については応募者に別途お知らせします。）

受 験 資 格
採 用 職 種
採用予定人数

※詳細な受験資格は本会HPをご確認ください。

【オンライン説明会開催 】
事前予約制！

マイナビ

※マイナビよりご予約下さい
※マイナビ登録が難しい場合
     下記へお問い合わせ下さい

詳しくは本会ホームページをご覧ください。( https://www.miyagi-fsci.or.jp/ )

宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課
〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-14-2

TEL 022-225-8751宮城県商工振興センター2F
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研修会場での集合写真

去
る
六
月
二
十
三
日
、
若
柳
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
商
工
会
青

年
部
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
か
ら
百
四
十
五
名
が
参
加
し

た
。
主
張
発
表
大
会
で
は
、
五
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
青
年
部
活
動

を
通
じ
て
得
た
経
験
や
学
び
に
つ

い
て
熱
意
を
込
め
て
発
表
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
に
は
登
米
中
央
商
工
会
青
年
部

の
伊
藤
裕
麻
く
ん
が
選
ば
れ
た
。

伊
藤
く
ん
は
「
青
年
部
活
動
で

得
た
三
つ
の
気
づ
き
～
成
長
を
も

た
ら
し
、
危
機
に
踏
み
と
ど
ま
る

青
年
部
ス
ピ
リ
ッ
ト
～
」と
題
し
、

事
業
承
継
し
た
年
に
猛
暑
で
花
が

枯
れ
経
営
難
に
陥
っ
た
経
験
を
紹

介
。
一
時
は
廃
業
の
危
機
に
直
面

し
た
が
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

“
諦
め
な
い
姿
勢
”
を
学
び
、
販

路
開
拓
に
挑
戦
し
た
結
果
、
大
口

契
約
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
力
強
く
語
っ
た
。

伊
藤
く
ん
は
八
月
二
十
一
日
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
「
青
年
部

主
張
発
表 

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
」
に
本
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
。

ま
た
、
講
演
会
で
は
北
海
道
商

工
会
青
年
部
連
合
会
相
談
役
・
久

末
元
氏
が
登
壇
し
、「
地
域
は
待
っ

て
い
て
も
変
わ
ら
な
い
～
青
年
部

活
動
の
先
に
あ
っ
た
実
践
～
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
人
口
減
少
が

進
む
上
ノ
国
町
の
現
状
を
示
し
、

「
担
い
手
不
足
」「
地
域
交
通
」「
空

き
家
」「
地
域
の
継
続
」
な
ど
の

課
題
に
対
し
、
行
政
や
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
“
と
に
か
く
動

く
”こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
。

〇
最
優
秀
賞

栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

伊
藤　

裕
麻
く
ん（
登
米
中
央
）

〇
優
秀
賞

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

菊
地　

伸
祐
く
ん（
玉　

造
）

去
る
七
月
十
三
日
、「
第
二
十

五
回
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

女
性
部
員
交
流
研
修
会
」
並
び
に

「
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会 

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

が
、
青
森
県
青
森
市
の
「
ホ
テ
ル

青
森
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
東

北
・
北
海
道
各
地
か
ら
約
三
百
三

十
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行

わ
れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
の
各

道
県
代
表
七
名
が
、
女
性
部
活
動

を
通
じ
て
得
た
経
験
や
成
果
に
つ

い
て
熱
弁
を
振
る
っ
た
。

本
県
代
表
と
し
て
登
壇
し
た
多

賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
女
性
部
副

部
長
の
後
藤
清
子
さ
ん
は
、「
女

性
部
活
動
に
参
加
し
て
～
広
報
は

未
来
へ
の
種
ま
き 

仲
間
と
挑
戦

す
る
地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
堂
々
と

し
た
姿
勢
で
力
強
く
発
表
し
た
。

審
査
の
結
果
、
惜
し
く
も
全
国

大
会
へ
の
出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た

も
の
の
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、「
女
性
部
活

動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～

地
域
を
支
え
る
“
つ
な
が
り
”
の

力
～
」を
発
表
し
た
秋
田
県
代
表
・

由
利
本
荘
市
商
工
会
女
性
部
の
小

野
み
ず
ほ
さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
月

二
十
七
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
「
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全

国
組
織
化
六
十
周
年
記
念
大
会

（
全
国
大
会
）」
に
、
東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
く
講
演
会
で
は
、
青
森
県
を

代
表
す
る
ロ
ー
カ
ル
タ
レ
ン
ト
・

黒
石
八
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
商

い
は
心
、
未
来
は
地
域
と
共
に
―

東
北
・
北
海
道
の
女
性
た
ち
に
語

り
継
ぐ
、
私
の
商
い
哲
学
―
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
師

の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
葉
の

数
々
に
、
参
加
者
は
深
く
聞
き

入
っ
て
い
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場

に
て
全
体
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

青
森
県
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
岩
木
登
山

ば
や
し
保
存
会
に
よ
る
「
お
山
参

詣
」
や
黒
石
八
郎
氏
に
よ
る
「
津

軽
漫
芸
」
が
披
露
さ
れ
る
な
か
、

部
員
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
、
会

場
は
終
始
活
気
に
包
ま
れ
た
。

最優秀賞に選ばれた伊藤裕麻くん（登米中央）

主張発表を熱心に聞く女性部員

本県代表の後藤清子さん
（多賀城・七ヶ浜）

広
報
活
動
が
創
り
出
す
女
性
部
の
歩
み

後
藤
清
子
さ
ん（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
）が

主
張
発
表

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱

最
優
秀
賞
は

伊
藤
裕
麻
く
ん（
登
米
中
央
）

︱
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
︱


